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1.はじめに
本稿は2009年6月ごろから2010年5月初旬まで続
いたImagine Cup 2010の活動報告である｡今大会で
我々はEmbedded Development部門に参加しRoundl
通過後､日本大会に出場しオンライン投票においては1
位､総合で準優勝となった｡
本稿は今後我々の後継となる者たち-の支援と
Imagine Cupの発展､国内における参加者の増加を目的
として掲載する｡
本稿の構成は以下のとおりである｡
第2章では､ Imagine Cupの概要について述べる｡
第3章では､提案したGreenlslandについて述べる｡
第4章では､大会全般に関係するノウハウを述べる｡
第5章では､大会に際し作成した成果物に関して述べる｡
なお､付録としてRoundlにおいて作成した企画書と､
大会のルールや評価項目を加えた｡
2.大会概要
ImagineCupとは､マイクロソフト社の主催する学生
主体の国際コンペティションである｡｢テクノロジを活用
して､世界の社会問題を解決しよう｣をスローガンに､
世界的な社会問題をITにより解決するソリューション
を提案･実装しその実現可能性やアイディアを競い合う｡
前年エジプト大会では､ 170カ国以上､ 30万人が参加し
た｡今年度はポーランドのワルシャワで開催されるワー
ルドワイドな大会である｡今大会は以下のような日程で
開催された｡
･ Roundl:2009年11月　～2010年3月1日
･　日本大会:2010年3月30日
･ Round2:2010年5月5日
･ Round3:2010年7月3日
2009年大会から2011年大会はミレニアム開発目標
(Millennium Development Goals :以下MDGsとする)
がテーマとなっている｡ MDGsとは､ 2000年に開催さ
れた国連ミレニアム･サミットにて採択された国連ミレ
ニアム宣言と､1990年代に開催された国際会議やサミッ
トで採択された国際開発目標を統合したものである｡
2015年までに達成することを目標としており､その内容
は以下の通りである｡
1.極度の貧困と飢餓の撲滅
2.普遍的な初等教育の達成
3.ジェンダーの平等の推進と女性の地位向上
4.幼児死亡率の引き下げ
5.妊産婦の健康状態の改善
6. HIV/エイズ､マラリア､その他の疾病の蔓延防止
7.環境の持続可能性の確保
8.開発のためのグローバル･パートナーシップの構築
Imagine Cup　には様々な部門が存在しており､
So氏ware Design, Embedded Development, Game
Design, Digital Media, IT Challenge, Envisionlng
2020Awardなどがある｡
今　大会　で　は　So氏ware Design, Embedded
Development両部門で､本戦である世界大会-出場す
るための準決勝が日本でも開催された｡この日本大会で
優勝したチームは､世界大会に出場する権利を得られた｡
我々の参加したEmbedded Development部門では
MDGs　を組み込み機器によって達成するためのソリュ
ーションを提案する｡ 1チームは選手3名とメンター1
名で構成され､飯田をメンターとし､リーダーの栗橋に
武林､高野を加えた4人で参加した｡メンバー登録は
Imagine Cup公式ホームページで行うのだが､登録可能
な人数が3人だったために主要メンバーのみ登録したが､
実際にはこの4人の他にも5人のメンバーで活動した｡
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3.成果物概要
MDGsに挙げられている｢環境の持続可能性の確保｣
を達成するために､広大な海を活用した植林を行い､炭
素の回収を可能とする人工浮島Green lslandを提案し
た｡
Green lslandは6 m程度の小さなもので本物の島の
ように常駐するのではなく､移動可能な人工浮島である｡
この浮島には海水でも生育が可能なマングローブが数本
搭載される｡また､ IT技術を用いることにより､生育に
適した場所-移動することや人工浮島同士および他船舶
との衝突を回避することが可能となる｡浮島は3年間航
行した後､自力で帰還し回収される｡この航行に必要な
エネルギーはソーラーパネルによって供給される｡
Green lslandには人工浮島を管理する｢シェパード｣
が存在し､これを中心にマングローブを搭載した｢マン
グローブ島｣が群れを形成する｡ Greenlslandには予め
航路が設定されており､シェパードが群れの管理を行い
ながら航行する｡航路の変更やシステムの更新もシェパ
ードを介して行うことが可能であり､危険な海域や排他
的経済水域-の侵入を未然に防ぐことが出来る｡下図が
マングローブ島のイメージ図である｡
Fig.1マングローブ島のイメージ画像
Greenlslandの最大のメリットは､限り有る土地資源
を使用することなく森林面積を増やすことが出来る点に
ある｡土地資源に比べて膨大に存在する海を利用して植
林を行うことで､人間の活動を阻害することなく炭素を
回収することが出来る｡
さらに､小型の浮島によって形成されるGreenlsland
は､規模の大小を選ばずに運用することが可能である｡
巨大な浮島ではGreen lslandと比べて炭素の回収効率
は高いが､メンテナンス性や安全性を考えた場合､実現
不可能である｡また､このような物を運用したときの環
境-の影響は未知数だ｡思いもよらぬトラブルを引き起
こすかもしれない｡その点Green lslandなら､運用規
模を自由に変更できるうえ､運用する場所も分散させる
ことが可能であり､非常にスケ-ラブルなシステムであ
る｡
4.ノウハウに関して
この章ではImagine Cupの活動を通じて我々が得た
ノウハウである､ 1)情報の共有2)スケジューリング
3)メンバー以外の協力4)多角的な視点を持つについ
て述べる｡
4.1.情報共有に関して
各自の調査報告や知識共有に関しては､調査して得た
情報を整理しプレゼンテーションの形で行った｡これに
より､知識共有に費やす時間を減らすと同時に､必要な
部分に関しては十分に理解を深めることが出来た｡また､
その時に用いたファイルなどの資料や参考サイトなどは
随時Google Groupに追加していった｡共有するファイ
ルに関しては､後から誰が見ても分かるように､ファイ
ル名などにルールを設けておくことをおすすめする｡
議論した内容については､メンバー内での情報共有の
ためにも議事録として極力詳細に残したほうが良いだろ
う｡議論に参加できない者が居た場合は､議題や決定事
項などを明確にすることに注意したい｡
最後に､企画書など成果物に関して更新日時やヴァー
ジョン管理に注意すべきである｡こちらにも何らかのル
ールを定めておくべきだろう｡
4.2.スケジ.1-リングに関して
記のような日程で活動を行ったが､トラブルが起こっ
てから対処していた｡その結果として､全ての成果物が
期限ギリギリの提出期限になってしまっただけでなく､
プロトタイプの実装は完成度の低いものになってしまっ
た｡これが世界大会に出場できなかった大きな原因の1
つとなってしまった｡
今回のイマジンカップに参加したメインメンバーは全
員3年次生であった｡したがって､どうしても､本学3
年次の必修科目であるプロジェクトと並行して活動しな
ければならなかった｡更に､プロジェクトが終了すると
同時に就職･進学活動が本格的に始まるので､ 3年次生
がイマジンカップに参加するということは､常に他の重
要な活動と並行して活動しなければならないということ
を覚悟して欲しい｡
その点を踏まえると､できれば夏休み､遅くとも冬休
みにはプロトタイプの実装を行わなければ満足のいくモ
ノを作ることをできないと思われる｡それだけでなく､
プロジェクトの忙しい時期にも､計画的に時間を作って
活動することを強くお薦めする｡
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Table. 1活動スケジュール
4.3.協力人員に関して
活動に当たり､メンバー内で時間･スキル的に対処し
きれない事態が度々起こった｡その解決策として､適当
なスキルを持つ友人に協力を仰いだ｡詳細は､付録の"各
自の役割"を参照して欲しい｡
今回の活動では､各締切日までの時間がとても短かっ
たためにこのようになってしまったが､結果として妥協
せずに高いレベルで自分たちの想いが実現できた｡特に
画像の作成や動画の編集などが顕著だろう｡これらの技
術は一朝一夕で身につくものではない｡また､このよう
な活動に対して積極的に参加してくれる人が､少なから
ずネットワーク情報学部に居ることを覚えておいて欲し
い｡
4.4.多角的視点を持つ
問題を正しく認識し､ソリューションを提案するため
には複数の視点を持ち､対象について深く考えることが
重要である｡その為に､まずは問題に関する状況把握と
解決後の目標を明確にすることが重要である｡この他に
は､関連するファクタとステークホルダーを洗い出しそ
れぞれの視点から考えてみることだ｡さらにメリット･
デメリットの洗い出しを行い､一つ一つの重要性につい
て評価すると良いだろう｡評価の際には､各ステークホ
ルダーの視点から考える必要がある｡これは立場によっ
てメリット･デメリットの価値が異なるからだ｡これら
により､対象とする問題について深い理解と解決すべき
点が明らかになるだろう｡特にステークホルダーの洗い
出しは､ビジネスプランを構築するうえで非常に役に立
つだろう｡
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5.具体的な成果物に関して
この章では､ Imagine Cupにおいて作成した成果物に
関するアドバイスと我々が注意した点を成果物毎に記す｡
大会のルールや評価基準に関しては付録を参照して欲し
い｡
5.1.企画書に関して
Roundlの成果物である企画書の作成に関して記す｡
5.1.1企画立案に関して
企画立案に際し､重要となる点や気を付けなければな
らない点に関して述べたいと思う｡
まず､問題の規模を正しく認識することである｡イマ
ジンカップにおいて設定されている問題はどれも世界規
模のもので､今大会のMDGsについては2000年に掲げ
られてから10年経ても根本的な解決に至らなかったも
のである｡この様な問題に対して限られた人々による取
り組みによって解決を目指すことも重要ではあるが､真
に問題解決を考えた場合､小規模な活動で達成するのは
非常に困難だ｡世界規模で協力を得ることを前提にした
ほうが､問題解決に近づくことが出来るだろう｡
そして､企画立案の段階では規模が大きく､夢見がち
なものの方が結果として上手くいく可能性があるという
ことについて知っておいて欲しい｡ Greenlslandは､ ｢木
がなければ植えればよい｣､ ｢植える陸地がなければ海に
すればいい｣という安直な物からスタートしたが､ハー
ドウェアやソフトウェア､法的な問題などの現実的な問
題を加味してブラッシュアップして行くうちに､思いの
ほか上手くいくということを実感した｡これらのことを
念頭に､世界を変えるようなソリューションを考えて欲
しい｡
次に､専門家･識者に意見を仰ぐことである｡特にテ
ーマについて詳細な情報を持っていない場合は非常に有
効な手段となる｡例え情報を有していたとしても､その
情報や認識そのものが誤っていた場合､ソリューション
として相応しくないものとなってしまう｡
今回我々が挑んだMDGsである8つの問題はどれも
馴染みのないものであり､それらに関する情報を我々は
持っていなかった｡日常的に馴染みのある｢貧困と飢餓
の撲滅｣ ･ ｢環境の持続可能性確保｣に対象を絞り調査し
たが､それでも得られた情報は満足なものではなかった｡
そこで､ネットワーク情報学部内でそれらに精通してい
る先生3名にお話を伺った｡環境問題は綿貫先生と江原
先生､飢餓･貧困､水資源に関する問題などを佐竹先生
に尋ねた｡その結果､以下のようなアドバイスを得られ
た｡
･環境問題には真偽が定かでない情報が多く存在する
･単純に解決策を考えるのでなく､自分の心構えも改
める必要がある
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･現在日本で行われているエコ活動は､費用対効果を
考えると効果が薄い
･飢餓や貧困､水資源の問題には､宗教的な対立が根
底には存在する
このように､我々の認識とは異なるものであった｡我々
のいだいている勝手なイメージを基に､ソリューション
を提案すると独善的な物になり､真に問題を解決するも
のではなくなってしまう｡だからこそ､企画立案に際し
て問題点を正しく認識し適切なソリューションを提案す
るためにも､不明な点の有無に関わらず積極的に専門家
の意見やアドバイスを求めることをおすすめする｡
5.1.2英語による文章作成
まず､最終的には英語にして5枚以内に収めなければ
ならないので､相手を納得させるために載せるべき情報
を厳選することが重要となる｡
英訳に関しては､単語の意味が同じでもニュアンスが
異なるケースが存在するため､その都度調べる必要があ
る｡同時に一般的な言い回しであるかについても調べる
べきである｡また､翻訳の際に内容の変更が出てくるこ
とがある｡英訳と並行し日本語のドキュメントも修正し
ておく必要があるだろう｡この時ヴァージョンの管理に
は十分注意して欲しい｡
Roundlで提出した企画書を本稿付録Eとして掲載し
ておく｡
5.1.3情報の信頼性
企画書の作成に当たり､掲載する情報の真偽に注意す
べきである｡特にインターネットを用いで情報を収集す
る際には､情報が1次情報であるかを確かめるべきだ｡
特に環境問題に関しては様々な報告が存在するため､公
的機関の発信した情報や複数のサイトから得た情報を検
討した上で採用するなどするべきである｡
5,1.4情報の視覚化
今回我々はGreen lslandを効果的に相手に伝えるた
め､グラフや画像などを用いることに注力した｡これは
提案したソリューションにインパクトを持たせる為でも
ある｡マングローブ島のイメージ画像はこの為に作成し
た｡この他にも､ Greenlslandの有効性を示すために二
酸化炭素の吸収量などを記す必要があったのだが､グラ
フや画像を用いることで情報の視覚化を行ない､ Green
lslandに関する理解を助長する構成をとった｡
5.2.日本大会に関して
日本大会にて行ったプレゼンテーションに関して記す｡
5.2.1プレゼンテーションの構成に関して
プレゼンテーションの方向性としては初めて見る人に
もGreen lslandがどんなものか分かるような､分かり
やすいプレゼンを意識したが､日本大会で重要なボイン
トは企画書以上の綿密な内容が必要であり､成績は準優
勝となってしまった｡しかしながら､会場で初めて聞い
た人にとっては分かりやすいプレゼンテーションが評価
され､オンライン投票1位という評価を得た｡また､会
場の観客からは｢素晴らしいアイディアである｣という
反応を他のチームより多くいただくことができた｡
プレゼンテーションの構成は､ 1)アイディアの動機
2)成果物　3)効果　4)実現可能性　とすることで､観
客にインパクトを与えてから論理的に説明し､ Green
lslandの有効性を伝える事を意識した｡これらの構成は
観客を味方につけるのに大変効果的である｡
もしこのような流れを採用するのであれば､以下の点
を意識して作成に取り組んでもらいたい｡
1.　掴みの部分を最初に説明する
2.説明している箇所が観客に分かるスライドにする
3.企画書以上の念密な内容を盛り込む
4.終了時間前で必ず終えられるよう原稿を作成し､練
習する
5.2,2開発環境とe-Box-3300に関して
開発環境のセッティングや　Microso氏　Windows
Embedded CE (以下､ Windows CE　とする)のビル
ド､作成したOSイメージの転送といったWindowsCE
作成の流れについては､ ll]eBox-3310A-MSJK Windows
Embedded CE 6.0 R3 Jump Start Guide (以下､ Start
Guideとする)を参照して欲しい｡ Microso氏から提供
されるeBox･3300とメモリ量が異なるモデルであるが､
それ以外の差異はないので問題ない｡また､同Start
Guide　の　Part3　- Jump Start Kit So氏ware　&
Installation　に　お　け　る　Recommended So氏ware
Installation Sequenceの5,Windows Embedded CE 6.0
SPlは､正しくはWindows Embedded CE 6.0 Platfbrm
Builder SPlであるので注意が必要だ｡
開発環境のインストールに際し注意すべきは､ソフト
ウェアの言語設定である｡ Ⅵsual StudioやWindows
Embedded CE 6.0､ Windows Embedded CE 6.0 R2ま
たこれらのアップデートパッチについて､言語を統一し
ないとOSイメージのビルドに支障を来す恐れがある｡
eBox-3300用のOSイメージをビルドする際に注意す
べきは､ Design TemplateとOSイメージに搭載するア
イテムの選択である｡ OSイメージのビルドには10-30
分程度の時間がかかるのだが､これはOSイメージのサ
イズによって変化する｡不必要にアイテムをOSイメー
ジに追加した場合､ビルドに時間を取られ効率が悪くな
ってしまう｡また､ OSイメージのデバッグなどが必要
になった場合､コードが大量になることから原因の究明
に大変手間がかかってしまう｡
デバッグに際してはビルド時点でⅥsual Studioに出
力されるデバッグログを参考にすればよいが､これもア
イテムにより出力量が変化するのでOSイメージに使用
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するアイテムの選択は慎重に行うべきだ｡
各アイテムがどのような機能を持つかは　MSDN
(Microso氏Developer Network Library :以下MSDN
とする)の　Mobile and Embedded Development -
Windows Embedded　-　Windows Embedded CE　-
Windows Embedded CE　6.0　Documentation　-
Developing an Operating System - Developlng an OS
Designに記されている｡ MSDNは非常に有用であり､
Windows Embedded CEについての情報が豊富に掲載
されているので参考にして欲しい｡MSDNには日本語と
英語で情報量に大きな差があるので､英語サイトを中心
に参考にしたほうが良い｡
e-Box-3300上で動作するプログラムの開発に際し注
意すべきは､ Windows EmbeddedCE6.0で使うことが
出来るDLL (DynamicLinkLibrary)は､ OSイメージ
に追加したアイテムに依存する点である｡今回ソケット
通信を行うためにWinsock2の使用を考えたが､作成し
たOSイメージがWinsock2をサポートしておらず､や
むをえずWinsockを使用することとなった｡この事に長
い間気付かず､貴重な時間を浪費することとなってしま
った｡
このようにDLLが限られているので気を付ける必要
がある｡また､プログラムを善くにあたって､
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Developer Referenceがバイブルとなるのでぜひ使って
欲しい｡洋書なので､英語が苦手な人は苦労するかもし
れないが､書かれている内容はとても重要なものばかり
である｡
5.2.3使用するハードウェアに関して
プロトタイプ開発に際し､ e-Box以外にハードウェア
を使用する場合には､ハードウェア故障の有無を調べる
ことが出来る環境を整えておくべきである｡組み込み開
発においては､ソフトウェアだけでなくハードウェアの
故障によって､意図した動作が行われない可能性がある
ことを念頭にプロトタイプの開発に挑んで欲しい｡
5.2.4質疑応答
プレゼンテーションの後には提案したソリューション
について､ Roundlの企画書を踏まえた質問に答えなけ
ればならない｡この対策として､あらかじめ質問内容を
予想しその回答を準備することや､友人や教授などに前
もってプレゼンテーションを行い､質疑応答を含めた練
習をしておくことをおすすめする｡
Ⅵ)uTubeやUstreamに過去の日本大会の様子が動画
に上がっているのでそれらを参考にして欲しい｡
5.2.5ビジネスプラン
ビジネスプランを作るうえで気をつけることは､ステ
ークホルダー毎のメリット･デメリットあるいはリス
ク･リターンを考えることである｡この時､ステ-クホ
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ルダーの何れかでメリット･デメリットあるいはリス
ク･リターンに釣り合いが得られないようであれば､長
期的に考えると負担の蓄積を招き､結果的に破綻してし
まう可能性がある｡このような事態にならないためにも､
各ステークホルダーの立場からもビジネスモデルを評価
する必要があるだろう｡
次に重要なのは､提案したソリューションによって得
られるものを正しく認識することである｡今回我々が提
案したGreen lslandでは､従来の植林活動に比べ浮島
製造にコストが掛ってしまう｡これでは企業側から敬遠
されてしまうかもしれないため､ Greenlslandの機能を
利用することで得られる植林活動以外のメリットを考え
た｡それが､企業ロゴの形を海上で形成しプロモーショ
ン活動を行うというものである｡これを推すことで､従
来の植林活動に比べて多いコストに意味を持たせること
を考えた｡
5.3. Envisioning 2010 Awardに関して
この章では､ Imagine Cup 2010の日本大会終了後に
参加したEnvisioning 2010 Awardについて記す｡
Envisionir噌2010 Awardとは､ Imagine Cup 2010
における1つの競技部門であり､MDGsに則したソリュ
ーションを考え､イメージビデオによってシステムの有
用性や実現可能性を表現し競い合うという部門である｡
成果物として3分30以内のイメージビデオが求められ､
表現として使用できる言語は英語に限られていた｡その
ため､絵コンテの作成や動画の編集だけでなく､ナレー
ションの発音練習や英語での原稿作りなど､約1ケ月を
要してイメージビデオを作成した｡
5.3.1英語の発声
アワードの動画エントリーの際には英語でのプレゼン
テ一一ションが必要になった｡
まず､英語の原稿はメンバーが手分けして作成し､英
語の発音レッスンには､国際交流センターのジョン･フ
ァッション先生にご指導を依頼した｡
新学期が始まり､ ImagineCupの活動にあまり時間を
割く事ができなかったため､英語の発音レッスンはジョ
ン･ファッション先生のネイティブな発音を録音し､そ
れを聴きながら口に出すという練習方法をとった｡
5.3.2編集環境
動画の編集はAdobe Premiere Elements 7を用いた
が､動作が不安定なので保存などには十分注意したい｡
また､動画のエンコードにはある程度のパフォーマンス
が必要になる｡参考までに今回使用した環境を記載する｡
5.3.3撮影に関する注意点
撮影の際は光源や光量に注意しなければならない｡撮
影場所が暗すぎると人の表情が悪くなってしまう｡また､
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正面以外からの光が強すぎた場合､陰影が大きくなり､
やはり不自然な印象となる｡色合い等を調整する際にも
画面内で明るさが大きく異なると不自然になりやすい｡
カンニングペーパーを見て話す場合､目線がそちらに
行きがちになるのである程度内容を覚えておいたほうが
良い｡その際､顔が下を向いてしまうと表情が暗くなっ
てしまうため､カンニングペーパーは目線よりやや上に
置くようにしたい｡
5.3.4編集に関する注意点
まず､アスペクト比に注意して欲しい｡アスペクト比
が狂うだけで､とても見難い映像となってしまう｡また､
編集する際には安定した編集を行うためにも､正方形ピ
クセルとなる形式にエンコードしてから編集すると良い
だろう｡
この他には､圧縮ファイルは編集に不向きなので､撮
影した圧縮ファイルは一度非圧縮に変換してから編集す
ると安定してかつ早く処理できる｡また､個々のファイ
ルには､ルールを決めてファイル名を付けるべきである｡
個々の動画ファイルを組みあわて一つの動画にしていく
ため､しっかりと管理していかないと効率が著しく落ち
る｡さらに､エンコードに時間が割かれるため､余裕を
持って編集に望む必要があるだろう｡
6.終りに
本稿では､ Imagine Cup 2010の活動について述べた｡
この活動を通して､本学部で今まで学び･経験してきた
企画･実装･プレゼンテーションについて力を試すこと
ができた｡また､国際問題という壮大かつ重要な社会問
題に対し､認識の甘さや問題意識の乏しさ､己の持つ知
識･情報の偏りや少なさを実感することとなった｡
しかしながら､限られた時間と情報のなかで､このよ
うな成果を上げられたことはチームのメンバーやサポー
トしてくれた人たちの協力の賜物である｡快く協力を引
き受けてくれた人達に感謝を申し上げたい｡
今後､専修大学においても､積極的にこのようなコン
ペティションに参加する必要がある｡最後に､ Imagine
Cupに参加･不参加に関わらず､本報告が活かされ､手
助けとなれば幸いである｡
謝辞
本活動は2009年6月ごろから2010年5月初旬まで｡
この間､様々な方から協力をいただきました｡
まず､この活動を進めるに当たり､ネットワーク情報
学部の綿貫理明教授､江原淳教授､佐竹弘靖教授には､
我々の要望や質問に対し快く応じ､アドバイスをいただ
きました｡ Envisionir唱2020 Awardでは､国際交流セ
ンターのジョン･ファッション先生より英語に関する指
導をいただきました｡
マイクロソフト株式会社Imagine Cup事務局　日本
大会学生担当アカデミックエバンジェリストの渡辺弘之
氏､楠原史子氏には､日本大会に向けたプレゼンテーシ
ョンに関して懇切丁寧なご指導をいただきました｡また､
プロトタイプに用いたマイコンボードはセイコーエプソ
ンより提供していただきました｡
この度､ Imagine Cup 2010において日本大会準優勝
という成績を収められたことは､ひとえにこれらの人の
協力とご指導をいただくことができたからです｡心より
御礼申し上げます｡
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各々の担当･分担､役割などを掲載する｡
NE19-0026栗橋等 48988986ｲリーii--      
･GreenⅠ$landの立案 
･調査(マングローブの生増.海流.航海法) 
･ラウンド1装料作成 
･ラウンド1盗料英訳 
･ハードウ土ア.ソフトウエアモヂ)ンク 
･アルゴリズム 
･マイコン関係全般(プログラミング.配線) 
･スケジュール管理 
･協力人員の手配 
NEl9-0002武柿冬樹 48988986ｲ･Qreen王Slandの立案      
･敬接へQ)アポイントメント確認 
･調査(温室効果ガスと光合成､森林の役割やその効力.数値) 
･ラウンド1賃料作成 
･eBox-3300のOSイメージの作成と転送 
･開発用pcの選択,セ､ソティンタなど 
NE19-0089高野葉子 48988986ｲ･Qreentsーandの立案      
･調査(システムとユーザーの関わり､マングローブの利用法) 
･ラウンド1翼料作成 
･プレゼンテーション装料作成 
･英語発音(動画) 
NE20-0083和EEl喪章 GV襪決ﾗ饑(･デモ用プログラム開発     
･pc(仮想GPS)とe-boxをつなぐソケソト通信の冥装 
･e-boXとマイコンをつなぐシリアル通信の美装 
･PoHerPolntアニメーションのブラッシュアップ 
NE20-0114江端航 V襪決ﾗ･Green王sland運用方法の調慧        
･調査 
(環境ビジネスの市場規横と国連.他国の環槻こ関する取組み) 
･ビジネスフローの作成 
･powerp⊂lhtアニメーションの作成 
･QaAの作成 
NE19-0256書島牙名士 之軫柳鑾F誑##･TheEnvlstonTnぢ2020Awardchallenges用､動画作成     
Av帽rdに奉加 啜??U?Vﾕ6W&X/?x,?ﾘ?ﾜｨ,h𠘑??
NE19-0257;綱島傾晃 H7ﾈｸ6r･QreenⅠ告Tandイメージイラスト作成    ･ロゴデザイン 
NE19-0059南場腰規 凛x粂鳧,兩(･GreenlSfandの立案   ･調査(ビジネスモデル) 
Tab一e. 2各自の役割
Imagine Cup 2010-Green lsland活動報告-
A. Imagine Cup 2010に関連するルール
Roundlでは以下の内容を含み､英語で書かれた5枚
以内の企画書を提出する｡
どの問題を解決することに挑むか
問題に対してどのような解決策を提案するか
なぜその解決策を実現する上で組み込みシステムを用
いることが最適なのか
提案するプロジェクトのハードウェアアーキテクチャ
提案するプロジェクトのソフトウェアアーキテクチャ
と機能性
提出された企画書を以下の4つの観点から､各25点
満点で評価する｡
オリジナル性と創造性
提案の効果と適合性
実現可能性とテーマとの関係性
プロジェクトの質と先見性
B.日本大会のルール
･ Windows EmbeddedCE6.OR2を使用してプログ
ラミングを行わなければならない
･ eBox-3300A-MSJKを使用したデモ環境の構築(マ
イクロソフト社より提供される)
･ 10分間のプレゼンテーション&デモンストレーシ
ョンを行わなければならない
･プレゼンテーション後､審査員からの質疑応答に答
える
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C. Envisionlng 2010 Awardのルール
･動画の始めと終わりにThe Imagine Cup2010のロ
ゴを入れる
･問題解決策の概要を30秒以内で説明する
･動画の時間が3:30秒以内に収める
･動画のサイズは250MB以内に収める
･動画の形式はwmvかmpgである
･動画の内容は全て英語である
･　ソリューションが2020年までにどのような成果を
上げられるか明確にする
･実現可能性を明確にしなければならない｡
D.使用したツール･環境
･動画編集ソフトAdobePremiere Elements 7
編集環境
･ Intel H57 Express Hntel Core i5 661,WindowsXP
Professional Spa
･　Victor Everio HD5
E.Roundl提出企画書
Roundlにて提出した英文の企画書を次ページより掲
載する｡
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Green lSland
- Report for Round 1 tmaglne Cup 2010 I
26th Feb 2010
Submitted to the Embedded Deve一opment Competition
Submitted by the Team "Green lsland"
1. Background
According to …Climate change, Forests and Finance" reported by World Resources Institute, global fわrest loss
equates to one fわotball filed a second. This loss of forests accelerates the global warmlng. Millennium
Development Goal (MDG) is adopted at United Nation Millennium Summit held in New York October 2000.
MDG is consisted of several sub-goals and the Goal 7 is ENSURE ENVIRONMENTAL SUSTAINABILITY.
And one of the targets of this sub-goal is "Integrate the prlnCiples or sustainable development into cou仙Y policies
and programmes and reverse the loss of environmental resources.''
Almost everyday, we hear people saylng that "let's reduce carbon dioxide." However, lt SeemSthat we have
only limited space for afforestation especially ln developed countries. There might be areas for afforestation in
developlng COuntriesl however, it is uncertain that these areas will be preserved in the future because thev may requlre
uslng the areasfortheir economic activities. So we decided to udevelop fTorest on the vast extent of sea."
Our purpose is afforestadon for carbon dioxide (chemical formula CO2) reduction,and for eTvironmental
protection. In the present state of affairs, afforestation was perbrmed positively ln Various countries ln the world.
These activities have some effects, for example, the prevention of desertification. However, afforestation needs
ground which is stable and has water retention characteristics. Those places are valuable that there exists high
competition for uslng them. There are some places for afforestation in developlng countries, however, theremight
be strong pressure f♭r the economic developments in these countries and that makes difficult fわr us to use the
places fわr environmental preseⅣation activities. The aim of our system is to provide additional storage of
atmospheric COヱthrough a恥restation. We propose the system named Green Island,
2. Overview
Green lsLand is a coJlection of smaH noatlng islands. The size of
each is)脚d is almost as big as boat aJld it Can grow severaJ trees,
We choose mangroves to plant because of the followlng reaSOnS二
(1) They can be growヮwith sea water二(2) Their growing speed is
fast. An island is equlpped with scre､vs and a controuer so that it r細ievlng
can Change their own loeation by uslng lT. They can moveこWhich
means they can grow mangroves in adequate climate and sunshine.
they can relum to the base f♭r retriev)ng mangroves, they can s一ay
away from the area that we donlt want let them go for some
reasons (RIShing.areas･ dangeroヮs zones, and so on日T controlled
islands gather ln Crowds, malntain distance of each other to
prevent a collision. and detect the other objects noating on the se乱
By us)ng our system we can gaJn more areas Of foresI山thout
restrict)ng economic activities so that they are deployed in the vast
&
p一anting
release
遠島,
Green Island
return
Fig.1. The cyde of lSland.
growth
Sea.
The process orthis project is as follows:
(1) Planting m.angrove seeds in a nursery bed;
(2) Transplantlng the seedlings on noatin等islandsand release them into the sea;
(3) They autonomously head to there destlnations;
(4) After three years, they retum to the base autonomously;
(5) Retrieved mangroves are used to create medicineand building materials,and they are shipped toall
over the world.
Hundreds of thousands of mangroves will grow up ln a Suitable climate. It will become the second Amazon
noatlng On the sea.
Fig.1 shows血e cycle oraれ island.
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3, Effectiveness
ln this section- we discuss about the elrecth′eness orafrbrestll噂On the sea by glVmg a Concrete example.
3.1. Emission and store of C02
1llCre are l､川l､.ays Io rCducc lltml-Sphtl･rit: levels ｡ftCO=:日日‡y rcduL･ing tht3 cmissions ｡rcoヱCaLISCd by human
activities: (2日3)I. illCre之ISing the c叩aCity orL''O., slorilge. 1n the t.ormer eilSe. We have lo reduce the use Orenergy.
for example. not to depelld on ail. COnd主tiolle]●S. Cars, microwaves. alld so on. ln addition. the economic growth win
bc sltNCd dot､11 ro√ ､le nCti･d i山vimCed lctIhnologleS iud exlril Costs ror production aclil一ilies ､vilh less emissions
orCOヱrOr these reasons_ We iIdopl the laller itPPrOilCh lo solv･L･ lh叩rOblem.
3.2. lmpact of forests
Accl)rdir嶋lo lhc invcsligati(〉n that l二SRL U)obal Monilorlng
Division pe,rt'ornlt:d in H･JWaiHsland Manna 1.oa volcano. the
level or co., or the atmosphere is g01ng LIP and down to some
extent ill a year (rig.21. This is because the most Orthe continclltS
LtXisl in lht: Norlhem批misTlhじrLt. lhi-i means most or the plants
之IJso grow in the NorlherTI Hcmisphere. The洲1Ount Or (I)2
abs(叩tlOn by forests is iIICrea.%}d during the ll(-rtht:rn summer as
pl別ItS arc in lcaft. On lhc other hand† il is dccrcascd during lhc
northerrl Winter ･dS Ptanls go dorm之Inl and die. tt saさ〉S thiII plants
slgnilleilntly atT｡.LIT atmospheric CO2 leveL So. we can dccreilSe
the level by Pals)咽Ihc pcrccnl王将C Or rorcsts on the earth.
LLr"1　　　　LJ~l~'　　　　l･ rJ L ･, l I･  I
Fig 2, Atmospheric Carbon Dioxide. '1
3.3. Why the s㊤a?
llo､～ever､ where exactly ca--､.c dcvclop llC､､r Forests? 1t seclllS Ⅵe don't have much spilCe On the ground for
an.oreslation an) mtMY. 70% orthe earLh's surface is co＼tered With sea. Wc J'oeus allention on the racl lhal I110Sl or
the sea area hits ∩(lt bccn efYcetivelv used except fishcTy and scient捕e invcstlgation. Wc Consider irWe Clan make
a mt唱a･fbresl on this vilSt M1uSt:d arcil. Ⅵe Can erreCtively slt汀e COプ llilhout
causl喝a COnnicl or various rights and economic issues. 1n developlng
countries. tlor c･ya一一叫C. dcrorcstation might bc happened for rurthcr
economk･ dcvじIopnlenL but. in this Way. We can avoid the rriclions caused
aJnOng reklled i-OMltries.
To store COヱefTcctiveJy, forests sholIld bc maintained properl),'.
e･tampk. lhinllmg. lrimmlng. alld pullil唱"〉eeds. There is a SiさnirlCanl
dirlcrence lor storil唱CO2 belween well maintained forest Llnd wild rorcst
(rigjI･ By using our noating islands it is possible to keep forest in good
conditiol=vithout la虹ing ctlrC Or thc111. 7号CeiluSC. it is quite dimcu)I ror the
other Plants to grow bv sc机Valcr,
8bmas～ Growth Ftjate
+ †hEnn･fFg
r t-iT二
TJTgrtFqE!r Af8g flrofS AlttT7bFo2(
TrJ rT lrL1 1
Fig.3.Change in or9訓1ic carbon in forest
plaTItation by Thmmn9, -2
3.4. Estjmatjon of effectiveness
‖ow much COヨCan We rCducc ir､､一C gO tO bed two hot"'S Carlicr? Lct's assunle that l桓hting In a Living rot)nl Ora
genLtral home co]lSumeS (HkW Ll]じt;tric po恥じr per hour. ln.IiIPa暮=her｡ arLl about 5() milli川l hotlStIholds. Wc Clan
save about 3.()5 biHion kVn every year as shown bclott･tニ
OJkW/h ,I 2 llOIIrS X 365 dilヽ･S X 50 miHjon households - 3.65 billion kWh.
^boul (L332kg or CO.7 (*31 ､､一日l bc produced by gtIncralil唱
1kWh･ lr､1,c can Save 3･65 biJIion kWlいvecan reduce about l･21沼純減
Illillion ton orCO_'as shotvn below:
3.65 billion kWh x 0.332kg- I.21 m川itln ton Ort1()ヱ
Hot､cvcr, il js not reilljstic lhill all J叩aneSL･ gO tO bed two hours
earlier every day. We expect O.)8() ton tlr(.()2 Can be舶red by a
floall噌islatld of our systclll per year. Tllis means ir lhcrc exist
t)･5l million noallng islands. it is enough io store 1.21 miHon ton
or CO,? cillculatcd in thcとIbtl､rC CXampkl.汁we dcpioy E7.51
m川ion floilt]ng iskInds on the s札the si/.L･ Or the ilrei=V川k
I370 km三･ The size is not a big deal ror lhe vast Sea･ tlo"e､でr. il
is imptISSiblc to rlnd the equivaknt plact: on the Iand (F瞳.41.
q Sc叩pS lnstitutton ｡roeeano貨raPhy. i:lttVerSlt?p OrCallfbmia by恥tls SlmOrliUH)い
'2 ):orti,S吟and roleSt PtotIueES恥S仰山‖115日ule
'-i lhで1 I-LIいt:ptt･ヾtrit･ L'小､ヾr t-LulFtilnトITlt･.
事J Pm､erCd hv 'ltTIpへ〟" orldm.叩い､Llb tnFosでCk,mJPノdl舶-lCtLCfIIcutation llH1
!.TJi)　E '二∴■'J　ま　TL:､Ii . I EJT
Abd 40km in DtArT*tr
L　いLH
n▲r-A
L/+Jl ■■.A
}■■J～
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4, Feasibility
ln this section we discuss about the fTeaslblllly or our project from the viewpolntS Of: law, location, technolo豊y,
and cost,
4.1.Law
I-I ､`UNITED NATIONS CONVENTION ON THE LAW OF THE SEA､', PBLrt 7, Article 87 ■､f:reedom or High
Seas'', We can find the followmg descrlpt10m:
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/(Jnd_JIJrkL,a.Yff7tt･r
tLlj jj'L'L'dnJT7 (brJlm'LJi'L71lFJn:
IFI I./il･1-I/rlm (!rlmり.'/llLdlt :
tc) _伽(,do朋fO Ju.=lEbinllr如('ぐa地.日桝dpEPe/117紙.meJi･(･t kJ J'aJ.f T '!,･
fdjー伽qdum kJぐ〃n-Vfl･u(1 arlfJttぐ1(7/ i∫lLmdumd rJfher ilt.VEL71laJjl)11叩',rmlftt･d llJld',r tntenllJttEJlltI/ lmltJ,tljye(.I rl) 1'arJ F,1:
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Grccn Island is a feasible pro)ect because it conforms to the item
(d) of the above convention.　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬ
4.2. Location
MaTlgrOVeS grow naturaHy in the tropICS and sLJbtropICS, Jt means
they rcqulrC -hc placc whcrc the tcmpc-aturc is higher then 25`-C･ ,'｡S
Fig4 shows the region Satisfylng the above condition･ The re甚10n m
doesn't change so much through the year. Therefore the place we
can deploy our is一ands spreads extensively all over the world.　　誹 tp.:　　　　　''/:　　　　　■■=　　　　`ご:●　　　　　亡.lAJ　　　　　:
E　　珠, ｡才" ‥ ‥ ‥示｡"心う.….I&EもL･.,i:.I.点貰;妄云忘-,
Fig 5 Monthly Mean Sea Surface Temperature
Normals jn the Global Ocean (May 1971-2000)- ●5
4.3. Technology
Grccn TSIand consists ofa quantityofsmall f一oating ISland. The reasons for makir唱thcm Sma‖ are as foHows,
tl Ht is easy and does not need large sized construction facilityこ
(2日t is sealable二
(3) Small islands are re一atively safe fTor other shipsこ
(4) Tt makes the operation nexible;
The roIIowlng figure sllOWS the ovcral1 structure of Green Island.
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Table 1 RealEZatlOn Of requlrementS
3
Imagine Cup 2010-Green lsland活動報告-
lllC Prices in r:ig.6, based on the market, are used as fund.wICntal data For calculating the estimate ofthc hardware
cortstruction. This system consists or a quantity of芸rOUPS; each ofl tllem COnSists of hundrvds or floatirtLSl islat一ds.
They ciln autO1101nOuSLy cruise by using embedded and commLJnicalion technologさl. The distances between the
groups are about 30klll and the di£t.lnCe between the F一oating islands are about lOln.
Fig･T Group leve】 system architectu帽 Fig.8. Island level system arch他cture
Tllere are two types Or floatir唱islarlds: Sl一ePherd and Mangrol･･e tsLand. A SllePIlerd has responsibility to
cIOntrOl its gro叩members and to communicate with the other Shephet-ds. A Mangrove Island gr0､､･s mallgrOVeS.
Note that a Mangrove island has qul'le Weak conl1-1unication mechanism so information is passed around amOr唱
Mangro､･c lslands in one groupl
4.4.Cost
Thl'S subsection shows the cost for building a noaLing island. Let■s assume co＼′ering the Whole cost orlhe project
by the three year lax ilTIPOSed on gasoltLne in Japan, Halrorthc budget goes to employment costs and opemtion
costs. The rc､√etlue O川1is taxi Per year is L2 billioll dottars and We are going to l･elease Mangro､Je lslallds for three
years. S…､′e can spend 36 biHion doll;trs for the project. 6.5 I 111日ion Mangrove Islands are required For covering
the dischar畠C amount OfCO,_ caLcutatcd in 3.4. We cstimalc the COSL for building 6.51 million Mangro＼･c Islands at
halt.､Lhc bLLdgeL S0 ､､･c can Calculate tlle Cost ora MatlgrO＼′e Island as rollowsニ
12 biILiondoLlars* 3years/2/6.5l milEion=$2764.96.
Wc llaVC rCSearCllCd lhc price ofthc Mangro＼′e lsialld components (Fig.6) and Lhc summation ol them is S2624. so
we can build a Mangro＼･c Island Within the budgeLL Sun-IctLenlly. HoWc＼･･cr. a Shepherd is nlOrC CXPenSil･C than a
Mnngro､′e lsla一一d､ becftLJSe it has SLLPerior col-1munication mechilnism.
5. System architecture
This sectioll Shows the system 'lrChiLecture. The common hardware architecture OrShepherd and Mangrove tsland
is shown in Fi昌･9. A Shepherd has a sonar module and a WiMAX modutc, but a Mangro＼′C (stand docs not ha＼･c
lhcnl, because a Shepherd has Lo llnd out obstacles and co111111unicate With other groups, Also, a Shepherd has
1110re SOJar panels alld larger capacity battery than a Mangrove lsland､ for it perttonllS什equellt CO111municatioll
with signifTLCant POWer.
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Figlg. Hardware architecture of Sh叩herd.
Thc soR≠′are architecture or an islalld is sh0､､･n ill Fig. LO. A Shepherd Llakes on the respollSibility to decide
､vhcn to light LED by using sonar and sending infomlation to its group When in a state Of一cmcrgcnc), by using
WiMAX communication. tl is assunled lhat some or Shepherds hal･e sale=le comnlunications realure. L:or
examplc, it is possible to return all floating islands 主rit is proved to ha､′e signiflcant inlPaCt On the ccos),stcm･
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Fi9.10. SoRwale Architecture clf Shepherd_
Fig.10 shows the sofllVare architecture or Shepllerd. A Mangrove )stand grolvs mangroves and sail by
foJlolVing order of the Shepherd. The software arctlitecture of a Mangrove Island can be obtained by changing
seveTal classes and methods of Fig.10. For the boL)nd{lry C一ass category..l Man即OVe ]sl'lnd does not have class
Sonar 'lnd cl'lSS WiMAX-module. and it has additional class LED. For the control c)LISS CategOL-y. Several methods
are changed. It does not have methods reltlled to share information of- the other groups, and il has additional
methods related lo light LED.
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